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１．追加機能および改善点

①利用ライブラリのバージョンアップ

②タスク管理画面様式一覧表示の改善

③タスク一覧表示項目の改善

④メール送信添付ファイルサイズ超過時の改善

⑤その他機能追加・改善

２．不具合の改修

３．注意事項

①クライアントPC・タブレットの推奨環境

②様式作成における注意事項

®

FlexibleEntry Ver５.１の変更点は次の通りです
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１．追加機能および改善点

①利用ライブラリのバージョンアップ

下記ライブラリにおいて、Ver5.1開発時点の最新版にバージョンアップを実施しました。

詳細は次の通りです。

・ jQuery を3.6.0にバージョンアップ
・ ace.jsを1.4.12にバージョンアップ
・ axiosを0.21.1にバージョンアップ
・ Lodashを4.17.20にバージョンアップ

②タスク管理画面様式一覧表示の改善

タスク管理画面の様式一覧表示時の対象組織を選択するメニューを追加することによ

り、様式一覧と組織選択の連動が可能となりました。

詳細は次の通りです。

・アカウントメニューに組織選択メニューや組織選択画面の新規追加
・上記組織選択画面で組織選択後、タスクを再取得して様式一覧を更新

③タスク一覧表示項目の改善

タスク管理画面のタスク一覧の表示項目について、情報単位で設定できるように改善

を実施しました。

詳細は次の通りです。

・マスタメンテ機能の情報様式マスタ設定画面にタスク一覧マスタタブを追加
・上記情報単位で設定した項目でタスク一覧を表示
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④メール送信添付ファイルサイズ超過時の改善

メール送信時の添付ファイルサイズが実体登録時のファイルサイズの最大値超過時の

メール送信実体情報処理の改善を実施しました。

詳細は次の通りです。

・上記サイズ超過の場合、メール送信実体に送信結果を登録できるように改善
・サイズ超過でメール添付ファイルを登録できないメッセージの表示

⑤その他機能追加・改善

◆マスタメンテ機能の初期表示改善

・マスタメンテ機能の初期表示メニューや項目を整理し、必要な内容のみを表示するよ

うに改善

◆CSRFトークンチェックの厳密化

・申込情報登録画面、検索画面、様式登録画面の複数タブ表示を不可とすることに

より、 CSRFトークンチェックの厳密化を実現

◆画面レイアウトの改善

・画面表示倍率、ラベル・ボタンの表示色＆サイズ＆表示位置、スクロールの調整

・画面のラベル名、ボタン名、ボタンの表示順序の調整
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２．不具合の改修

• FE5.0_0001：ユーザ情報取消後、同一ユーザIDで登録後ログイン不可の不具

合事象の改修

• FE5.0_0002：１メインステータス上で10以上API連携タスクを配置している場

合、誤ったAPIを呼び出す可能性がある不具合事象の改修
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３．注意事項

①クライアントPC・タブレットの推奨環境

【PC】

・OS:Windows7以降

・ブラウザ：IE11、FireFox(Ver78以降)、MS Edge(Chromium)、Google 

Chrome

・解像度： 1280×1024以上

【タブレット】

・実証済み端末： iOS系 Apple iPad 32GB

・ブラウザ：FireFox(Ver78以降)

※シンクライアント環境で利用する場合、十分なCPUリソースが確保されていないと、レス

ポンス低下を招く可能性があります。

※一部機能がタブレット端末ではご利用いただけません。

②様式作成における注意事項

クライアント側の画面描画性能を保つため、以下の標準範囲内で登録情報や

View情報の様式作成を推奨します。下記の標準範囲を超えて業務を行う場合は、

別途、性能のチューニングが必要となります。

②-1 様式作成の標準範囲

・タブ数は10個以内、様式全体の項目数は500個以内(セレクタ項目は50以内)

・表形式(参照リスト含む)は10個以内(カラム数は合計で100以内)、

表の行数の平均は50以内、最大は200行まで

・項目間制御(セレクタ、固定値、非活性、条件必須)は50個以内(表内、表外

含む) 5
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②-2 登録情報とViewの検索画面の標準範囲

・検索キーは10個以内(参照項目は５個以内)

・部分一致の検索キーは３個以内

・検索結果一覧の表示カラムは30個以内

②-3 様式階層の標準範囲

・様式階層は5階層以内(ツリー表示のオーダ数は100以内)

②-4 ワークフローの標準範囲

・メインステータスは10個以内

・タスクの総数は200個以内

・アラームの条件数は10個以内

②-5 View様式の標準範囲

・Viewを構成する情報は５個以内

・Viewの表示項目は100項目以内

②-6 権限ロールの標準範囲

・ロール数は10個以内

②-7 公開APIの同時実施数

・同時実施数は100回以内
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